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第１ 提案書作成要領 

１ 提案書等として提出する資料の種類 

   本入札に関わる提案書等として、次の資料それぞれに表紙を付け、以下の留意事

項に従い、正本（１部）と副本（４部）を作成し、提出すること。 

   ア 本入札にかかる提案項目（以下「提案書」という。） 

   イ 上記を補足する付属資料（以下「付属資料」という。） 

   なお、提案書作成にあたっては、「提案書様式および留意事項」を用いること。 

 

２ 全般的な留意事項 

(1) 総合評価一般競争入札においては、入札参加者から提出された提案書の記載内容

に基づいて評価する。提案者は、提案内容がわかるように考え方、根拠等具体的に

かつ本市の要求の実現できる提案を余すことなく、確実に提案者が実現できる範

囲で記述すること。 

(2) 提案内容については、本入札の仕様書及び関係資料に記載されている本市の特性・

現状を考慮した具体性のある記述とすること。 

(3) 本入札の仕様書に記述した業務内容について、全体の枠組み、基本的な考え方、ア

ピールポイント等を冒頭に記述すること。 

 

３ 提案書作成上の留意事項 

(1) 書式等 

ア 使用する用紙は、表紙を含め、各規程様式（図面等補足資料は除く。）を使用

すること。 

イ 図面等を除き、文字の大きさは 10.5ポイント以上とし、左右に 20㎜程度の余

白を設けること。 

ウ 色の指定はないが、白黒複写を行った場合においても内容が理解できるよう

にすること。 

エ 言語は日本語とすること。 

(2) その他 

ア 「【別表】提案内容の評価項目一覧」のすべての項目について作成すること。

なお、各評価項目の「評価にかかる着眼点」に十分留意すること。 

イ 提案書類は、「【別表】提案内容の評価項目一覧」の項目ごとに、「提案書様式

および留意事項」を用いて作成すること。 

ウ 提案書は全部で 150 ページ以内に収め、簡潔かつ要点を押さえた内容とする

こと。 

エ その他、提案書作成上の注意点は以下のとおり。 

(ｱ) 提案内容が理解しやすいように、簡潔かつわかりやすい表現で記述する

こと。 

(ｲ) 評価の公平を期すため、提案者の名称を伏して行うため、提案書には法人

名称を使用しないこと。また、法人名称が記載された既存の資料等を活用

する場合は、法人名称を黒塗りする等の対応を行うこと。 

(ｳ) 別途資料を添付する場合は、右上に様式番号（「様式ｎ」と表記）と書類
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No.下中央にページ番号（様式を 1 ページ目とし、「ページ数／総ページ

数」で表記）を記載し、編集すること。 

(ｴ) 添付資料は原則Ａ４サイズとする（Ａ３の場合は折り込み） 

オ 正本（１部）は、表紙に「提案書表紙１」を用い、両面印字(スケジュール表、

両面印字により見づらくなるものは除く。)し、袋綴じの上、表紙に社名を記

載した上、本市の業者登録に使用した印鑑を押印すること。 

また、様式ごとにインデックスをつけて提出すること。 

カ 副本（４部）は、表紙に「提案書表紙２」を用い、正本と同じ内容のものを両

面印字(スケジュール表、両面印字により見づらくなるものは除く。)し、フラ

ットファイルに綴じて提出すること。 

なお、様式ごとにインデックスをつけて提出すること。 

 

４ 付属資料提出上の留意事項 

(1) 付属資料は、提案書に記載した内容について、より理解を深めるための補助資料で

あるが、あくまで提案書を評価する際の参考資料であり、これら自体は評価の対象

とはならないので、提案すべき内容はすべて提案書に記載すること。 

(2) 正本１部を提出すること。 

(3) 表紙は「提案書表紙３」を用い、社名を記載し本市の業者登録に使用した印鑑を押

印すること。 

(4) 付属資料一覧を作成し、種類ごとに番号を付番、資料の表紙に付属資料番号を記載

すること。また、付属資料番号ごとにインデックスをつけてフラットファイルに綴

じて提出すること。 
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第２ 落札者決定基準 

５ 落札者の決定方法 

落札者の決定にあたっては、提案内容を公平かつ客観的に評価し、本市にとって

最適な事業者を選定するため、入札価格の評価と提案内容の評価を合算する総合評

価方式を採用する。 

(1) 入札価格の評価 

入札価格については、後に示す計算式に基づき、入札価格に対する点数（以

下「価格点」という。）を与える。「価格点」最高点は 80点とする。 

(2) 提案内容の評価 

 「【別表】提案内容の評価項目一覧表」に基づき、提案内容に対する点数（以

下「技術点」という。）を与える。「技術点」の最高点は 120点とする。 

(3) 総合評価の方法及び落札者の決定方法 

(1)及び(2)で評価した「価格点」及び「技術点」の合計点数（以下「総合評

価点」という。）が最も高い者を落札者とする。（200点満点） 

(4) 「総合評価点」の最も高い者が２者以上あるとき（同点のとき）の対応 

次のアからウにより落札者を決定する。 

ア 「価格点」及び「技術点」が異なる場合、「技術点」が高い者を落札者とす

る。 

イ 「価格点」及び「技術点」が同じ場合、「技術点」における「【別表】提案

内容の評価項目一覧表」に定める必須項目の合計点が高い者を落札者とす

る。 

ウ ア及びイで落札者を決定できない場合は、当該入札参加者によるくじ引き

により落札者を決定する。なお、当該入札参加者がくじを引くことができ

ない場合は、本件入札事務に関係のない職員により代行することができる

ものとする。 

 

６ 入札価格の評価 

価格点は、次の計算式により算出する。 

80点×（１－入札価格／予定価格） 

※ ただし、少数点以下切り捨て。 

※ ただし、入札価格が予定価格を超過する場合は、本市が想定する基準を満

たしていないものとし、落札者としない。 

 

 

７ 提案内容の評価 

技術点は、次の(1)から(3)の方法で算出する。ただし、入札価格が予定価格を超

過する場合は、評価を行わない。 

(1) 評価項目の設定 

提案内容の評価にあたっては、評価区分ごとに項目を設定し、概ね次の点に

留意して項目ごとに評価を行う。 

・一般的に効果的と認められ、かつ具体的な提案であるか。 
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・業務の実施方法について、具体的かつ実現性の高い提案であるか。 

・委託業務の内容を理解し、保育施設の利便性に配慮した提案であるか。 

 

なお、具体的な評価項目及び項目ごと配点については、「【別表】提案内容の

評価項目一覧表」のとおりとする。 

 

(2) 評価方法 

評価は絶対評価で行い、項目ごとに定める配点の 60%を基準点として加点ま

たは減点にて評価し、各項目の評価点の合計を「技術点」とする。なお、評価

項目ごとの着眼点については、「【別表】提案内容の評価項目一覧表」のとおり

とする。 

(3) 失格に関する条件の設定 

次のアまたはイに該当するものについては、本市が想定する基準を満たして

いないものとし、落札候補者としない。 

ア 評価項目のうち「提案評価表」で必須項目に位置付けている項目の評価点

が 0点となった項目が、1項目以上ある場合 

イ 「技術点」が、満点の 60％（72点／120点）に満たない場合 
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【別表】提案内容の評価項目


